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• 大野市ゼロカーボンシティ宣言について

• 大野市脱炭素ビジョン策定協議会について

• 大野市脱炭素ビジョンについて
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宣言日　令和3年3月25日　
全　国　342番目

県　内　4番目

大野市ゼロカーボンシティ宣言
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ゼロカーボンシティとは？

脱炭素社会にむけて、2050年までに、二酸化炭素（CO2）実質排出量
ゼロに取り組むことを表明した地方公共団体のこと

運輸 24.2％

業務その他
20.3％

産業 28.9％

排出

吸収

排出

削減
家庭 26.6％

排出

吸収

排出量と
吸収量の
差し引きゼロ

＝
全体としてゼロ

2017年

大野市内の
CO2排出量
321,000トン

2050年

大野市において
排出量ー吸収量＝0

で実質０トン

廃棄物の減量、リサイクルの推進
（紙ごみの資源化、食品ロス・プラごみの削減など）

≪二酸化炭素排出量抑制対策≫

公共交通等の利用促進
（公共交通の利便性向上、コンパクトなまちづくりなど）

公共施設の脱炭素化
（脱炭素な設備への更新、再エネ電力等への切替など）

≪二酸化炭素吸収源対策≫

省エネ・再エネの推進
（ＺＥＨやＥＶ、太陽光発電等の普及促進など）

低炭素型エコライフや事業活動の推進　
（ＬＯＶＥ・アース・ふくい、ＣＯ２排出量見える化、カーボンオフセットなど）

木質バイオマスの利活用促進
（木質バイオマス発電への間伐材安定供給支援など）

工場や家庭、自動車などを発生源とする二酸化炭素（CO2）の排出量と、森林な

どによる吸収量を差し引いた合計をゼロにすること。

大幅削減が
大前提!!

ゼロカーボンシティとは？

二酸化炭素実質排出量ゼロとは？
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※排出量は、宣言時の推計値



ゼロカーボンシティを達成するためには？

運輸 24.2％

業務その他
20.3％

産業 28.9％

排出

吸収

排出

削減
家庭 26.6％

排出

吸収

排出量と
吸収量の
差し引きゼロ

＝
全体としてゼロ

2017年

大野市内の
CO2排出量
321,000トン

2050年

大野市において
排出量ー吸収量＝0

で実質０トン

廃棄物の減量、リサイクルの推進
（紙ごみの資源化、食品ロス・プラごみの削減など）

≪二酸化炭素排出量抑制対策≫

公共交通等の利用促進
（公共交通の利便性向上、コンパクトなまちづくりなど）

公共施設の脱炭素化
（脱炭素な設備への更新、再エネ電力等への切替など）

≪二酸化炭素吸収源対策≫

省エネ・再エネの推進
（ＺＥＨやＥＶ、太陽光発電等の普及促進など）

低炭素型エコライフや事業活動の推進　
（ＬＯＶＥ・アース・ふくい、ＣＯ２排出量見える化、カーボンオフセットなど）

木質バイオマスの利活用促進
（木質バイオマス発電への間伐材安定供給支援など）
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　　排出量321千トン
ー）吸収量190千トン

　　残り　131千トン
　　　※東京ドーム約53個分

　　

131千トンとは…

　杉（1本あたり吸収量14kg）　　　　　約936万本分
　杉（1haあたり1,700本）　　　　　　 約5,500ha分
　　　※環境省・林野庁参考　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※大野市の市街地とほぼ同じ面積

　大野市民（1人１たり2,515kg/年）　　約52,000人分
　車（1台あたり2,484kg/年）　　　　　約52,700台分
　　　※2017年の家庭部門、自動車部門の排出量をそれぞれ人口及び車保有台数で割って算出　

※排出量は、宣言時の推計値　※吸収量は、大野市にある森林全体を対象に簡便に計算した値（2017）



4

設置目的　　２０５０年までにゼロカーボンシティが実現している大野市の望ましい

　　　　　　　　姿を描き、その達成に向け、自然的、社会的、経済的な地域課題との同

　　　　　　　　時解決が図られるような取組方針を明らかにするとともに、再生可能

　　　　　　　　エネルギーの導入など脱炭素の取組を通じて、人、モノ、カネが地域で

　　　　　　　　循環する地域循環型社会の実現を目指すことを目的に策定する大野市

　　　　　　　　脱炭素ビジョンに関する協議を行う。

所掌事務　・大野市脱炭素ビジョン策定に関すること

　　　　　　　・その他、脱炭素の取組に関すること

組　　織　　別紙「大野市脱炭素ビジョン策定協議会　委員名簿」のとおり

任　　期　　令和4年1月～脱炭素ビジョン策定の日（令和5年3月末予定）

ｽｹｼﾞｭｰﾙ　　令和3年度　1回（1月）　　　 令和4年度　3回（7月、12月、2月）

大野市脱炭素ビジョン策定協議会の概要

※参考資料１　参照

ビジョン案を検討します。
それぞれの専門分野に関す
ることに加えて、将来世代
への思いや幅広いご意見、
アイディアをお願いします。
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脱炭素化をめぐる国の動き

　・R2.10　国・2050年脱炭素化宣言　→全国的に脱炭素化の取組が加速化

　・R3.4　　国の2030年度CO2排出量削減目標を▲26％　→▲46%に大幅修正

　・R3.6　　地域脱炭素ロードマップ

　　　　　　　　→地方　民生部門（家庭・事業所）の脱炭素化

　　　　　　　　→国　集中期間（～2025年度）に施策総動員の積極支援

　・R3.6.18　骨太の方針（経済財政運営と改革の基本方針2021）

　　　　　　　　→「グリーン社会の実現」・・・成長の原動力の１つ

　・R3.11　　デジタル田園都市国家構想　デジタル実装による地方活性化

　・R4.1～　　脱炭素先行地域の公募開始　　選定地域は継続した国の財政支援

②長期的なビジョン（大野市脱炭素ビジョン）の策定
①脱炭素関連の施策・取組の推進強化

これを機に、国の支援を活用しつつ、大野市の脱炭素化と地域課題の同時解決を目指す
ためには、スピード感を持った取組に加え、長期的な視野に立った取組方針が必要

大野市脱炭素ビジョンの概要①　　背景

《企業活動》
RE100企業に
よるサプライ
チェーン傘下
の中小企業へ
の脱炭素要請

※参考資料２　参照



大野市脱炭素ビジョン

（計画期間：2023年度～2050年度） 地方公共団体実行計画
（区域施策編）

　（地球温暖化対策法）

第六次大野市総合計画
（2021年2月）

第三期大野市
環境基本計画

（2021年度～2030年度）

関係するその他の
行政計画

地域脱炭素
ロードマップ
（2021年6月）

環境面を補完

ビジョン策定後、
再エネ導入目標・
取組方針を反映

参照

大野市脱炭素ビジョンの概要②　　位置づけ

整合・連携
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大野市脱炭素ビジョンの概要③　　目的
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• 2050年にゼロカーボンシティが実現している望ましい姿を描き、その達成に向け、自然的（地理・

気象など）、社会的（担い手（事業者）・地域・市民、人口減少など）、経済的（経費・資金など）な地
域課題との同時解決が図られるような取組方針等を明らかにする。

• 再エネ導入など脱炭素の取組を通じて、人、モノ、カネが地域で循環する地域循環型社会の実
現を目指す。

【目的】

①再エネの普及

②再エネ人材等の育成

③耕作放棄地等の活用

④豊富な森林資源の活用

⑤雇用創出（企業誘致、産業創出）

⑥事業継続性の強化（民間）

⑦老朽化した公共施設の更新

⑧エネルギー収支改善

　　（約43億円が域外へ流出）　　　など

【地域課題】

✖

【脱炭素化】

・再エネの導入

　①太陽光

　②木質バイオマス

　③小水力

　④廃棄物系バイオマス

　⑤水素　　　　　　　　　　ほか

・省エネの実施

・蓄電池、EVの普及　　など

同時解決‼ ⇒ ２０５０年　ゼロカーボンシティの実現

　＝市民のハッピーな暮らしの実現



大野市脱炭素ビジョンの概要④　　枠組
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【対象】　　　大野市全域

【現状】　　　２０２０年度　現状推計

【目標年度】　２０５０年度
　　　　　　　　　　※中間年度（30年度、40年度）に事業性評価等を行い、

　　　　　　　　　　　必要に応じ、見直し・改訂する

【温室効果ガスの範囲】　二酸化炭素
　　　　　　　　　　※原則、産業・民生・運輸・一般廃棄物の全分野を対象

　　　　　　　　　　　とするが、今後、協議会で検討

　　　　　　　　　　※対策・施策が有効である部門に絞り込んで対象とする

　　　　　　　　　　　こともある

【シナリオの種類】　複数シナリオによる検討
　　　　　　　　　　※BAUシナリオ（なりゆきシナリオ）の他、国目標シナ

　　　　　　　　　　　リオなど複数の脱炭素シナリオを経済効果や実現可能

　　　　　　　　　　　性などで比較検討する

【再エネ導入目標】　種類・量を部門別に設定　
　　　　　　　　　　　※各再エネの導入ポテンシャル等を踏まえ、今後、

　　　　　　　　　　　　協議会で検討



大野市脱炭素ビジョンの概要⑤　　イメージ
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出典：環境省

⇒大野市脱炭素ビジョンとして取りまとめる
・・・（参考事例）大熊町ゼロカーボンビジョン

【大野市脱炭素ビジョン策定のイメージ】



大野市脱炭素ビジョンの概要⑥　　策定の進め方
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Ｒ４年度末　：　大野市脱炭素ビジョンの策定

Ｒ
３

①基礎情報の収集
　整理

市内の事業者、関連団体等へのヒアリング、自然的、社会的、経済的な地域課題の整理

②温室効果ガス
　排出量の推計

温室効果ガス排出量の現況・将来推計、森林吸収量の算定

③将来ビジョンの
　作成

課題や排出量等を踏まえた、ゼロカーボンシティの実現（課題解決の図られた望ましい姿）に向
けた絵姿（将来ビジョン）をイラストで作成

③‘市民意見聴取 市全体の絵姿を参考に、地区ごとの絵姿について話し合う場　

Ｒ
４

④脱炭素シナリオの
　作成

将来ビジョン等を踏まえた複数の脱炭素シナリオの作成。各シナリオの再エネ導入必要量、ＣＯ
２排出量の将来推計

⑤再エネ導入目標
　の設定

再エネポテンシャルの検討。各シナリオの再エネ導入の事業性評価（経済効果・損益分岐点・
水平展開に向けた目標設定など）。導入再エネの選定・目標設定。

⑥実施方策及び推進
　体制等の検討整理

再エネ導入プロジェクト（案）の検討。推進体制の検討・整理。

⑦策定協議会等の運営 地域内外のステークホルダーとの合意形成や専門的知見を要する会議等を開催

＜策定後＞

・「第三期大野市環境基本計画（地方公共団体実行計画（区域施策編））」に反映　（・・・Ｒ６年度中に）

・実行計画の改訂を待たずに、やれることから即実行



大野市脱炭素ビジョンの概要⑦　事例（福島県大熊町）　

11出典：大熊町ゼロカーボンビジョン



大野市脱炭素ビジョンの概要⑧　事例（福島県大熊町）　

出典：大熊町ゼロカーボンビジョン 12



大野市脱炭素ビジョンの概要⑨　事例（福島県大熊町）　

13出典：大熊町ゼロカーボンビジョン ※参考資料３　参照



（仮称）大野市脱炭素ビジョンの概要⑩　　プロジェクト案
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【再エネ導入プロジェクト（案）】

ゼロカーボンシティ実現を目指す上での取組案

再エネ導入目標を達成するためのプロジェクト　

①分散型エネルギーによるインフラの整備

　　　自家消費、地産地消の太陽光発電や小水力発電の導入、蓄電池や自営線等による電力融通を検討

②木質バイオマス資源の有効活用　

　　　木質バイオマスボイラーの導入、バイオマス資源の供給可能性を検討　　

③水素エネルギー資源の有効活用方法の検討

　　　水素ステーション導入を検討　

④電気自動車の普及と蓄電池の有効活用

　　　交通分野の脱炭素化、EVの蓄電池利用によるBCP対策を検討

⑤廃棄物バイオマス資源の有効活用方法の検討

　　　畜産バイオマス資源の有効活用の検討

⑥ゼロカーボンシティの実現に向けたショーケースモデル施設の検討

　　　公共施設の脱炭素化の検討

上記の他、脱炭素化と地域課題の同時解決に資する具体的な事業内容の検討を行い、プ
ロジェクト実現に向けた推進体制の整理検討を行う　



（仮称）大野市脱炭素ビジョンの概要⑪　経済効果等
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【ビジョンに示す目標の達成により期待される効果（現時点での簡易的な試算）】
【ＣＯ２削減効果（２０１９年度比）】

　　①太陽光発電（全戸に設置された場合）　  　　　　　　・・・▲19,920t-CO2　　

　　②小水力発電（５か所導入した場合）　　　　　　　　　　・・・▲2,181t-CO2

　　③バイオマス利用（公共施設・重油⇒木質）　　　　　　・・・▲1,184t-CO2

【経済的効果（市域内に還元されるエネルギー代金）（２０１９年度比）】

　　①太陽光発電（全戸に設置・全量を自家消費）　　　　　　・・・483,200千円/年　　

　　②小水力発電（５か所導入・全量を市域内で消費）　　　　・・・52,910千円/年

　　③バイオマス利用（公共施設・重油⇒木質）　　　　　　　　・・・39,330千円/年

【その他、社会的効果など】

　　・未利用農地等の有効活用よる農山村の活性化

　　・再生可能エネルギーに関連した新たな産業の創出、企業誘致による雇用の確保

　　・再生可能エネルギーを活用した事業継続力対策による、市内事業者の競争力の向上

　　・環境像「水循環共生都市　越前おおの」に沿った自然環境資源との共生

　　・地域全体で一体となった再エネ導入への取組に関する水平展開　　　など

　　

温暖化が原因とされる異常気
象等がリスクが低減

市外に払っていたエネルギー
代金が市内に還流。

安心安全な暮らしでハッピー！

暮らしが潤いハッピー！

みんなが抱えていた課
題が解決

たくさんのハッピー！



R3.10 11 12 R4.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 R5.1 2 3 4以降

脱炭素ビジョン策定スケジュール

【将来ビジョンの作
成】 

ゼロカーボンシティが
実現した絵姿（イラス
ト）

　★（1月）
　　・現状と課題
　　・絵姿（イラスト）案  

協議・合意形成  

【市民からの
意見聴取】 

・絵姿（将来ビ
ジョン）をもとに、
各地区での絵
姿について、
話し合う 
※ワークショッ
プ形式

・地区単位で
開催 

【将来ビジョンの修正】 

ゼロカーボンシティが実現した
絵姿（イラスト）

【脱炭素シナリオの作
成】 

・将来ビジョンを達成する
ための技術・施策・事業・
行動変容などを想定にし
たシナリオ作成 
・各シナリオの再エネ導
入必要量、CO2排出量の
将来推計   

バックキャスティング

令
和
3
年
度
分
　
実
績
報
告
書

エネルギー消費量の将来推計

【再エネ導入目標の作成】 
・再エネポテンシャル調査 
・各シナリオの分析（経済効果・実現可能性） 
・導入再エネの選定と導入目標 

★（7月）
　・市民ワークショップ結果
　・脱炭素シナリオ案

★（12月）
　ビジョン素案

★（2月）
　・パブコメ回答案
　・ビジョン最終案

【実現方策の検討】 

・再エネ導入目標を達成するための
取組方針、プロジェクト、スキーム等
の検討 
・（先行100地域の検討） 
  
【推進体制の検討】 

・市民や事業者を含めた役割分担、
推進体制の検討整理 
  

脱
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
（素
案
）・令
和
4
年
度
分
　
実
績
報
告
書

協議・合意形成  

★全協（1月）
　　・現状と課題
　　・絵姿（イラスト）案  

★全協（1月）
　　・ビジョン素案  

★幹事会（10月）
　・事業説明
　・現状と課題の整理
　・ヒアリングの協同実施
　・（R4事業の検討）  

【関係者ヒアリング】
・現状と課題
・今後の取組　など

★ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝPT（１０～11月）
・課題の整理
・絵姿案の検討
・（R4事業案の検討）

協議・合意形成  

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

★幹事会（9月）
　・導入目標の検討　
　・プロジェクト案の検討
　・（Ｒ５事業の検討）  

★ゼロカーボンPT（７～8月）　　★PT（9～１1月）
　・脱炭素シナリオ案の検討　　　　　　　　　・導入目標の検討
　・（Ｒ５事業の検討）　　　　　　　　　　　　　　・プロジェクト案の検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（Ｒ５事業の検討）

★本部会議（8月）
・脱炭素シナリオの決定

庁
議
（最
終
案
の
審
議
）

脱
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

●
環
境
基
本
計
画
の
改
訂
（必
要
に
応
じ
、
新
た
な
実
行
計
画
を
策
定
）　
　
●
住
民
説
明
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
な
ど

協議・合意形成  

★本部会議（1月）
・絵姿（イラスト）の決定

★本部会議（1月）
・ビジョン素案の決定

【基礎調査】 

○自然的、経済的、社会
的課題の把握 

・基礎情報収集＆現状
分析 

・CO2排出量＆吸収量の
現況推計、算定方法の
確立 

・BAUシナリオ（現状趨
勢）によるCO2排出量等
の推計 

・経済循環分析等の活
用   

★幹事会（7月）
　・脱炭素シナリオ案の検討
　・（R5事業の検討）  

【ゼロカーボン
シティー講演
会】

外部専門家に
よる講演会
2/6めいりん
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【策定協議会】


